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新庁舎基本設計完成
　これまでも本紙でお知らせしてきましたとおり、市では、昨年１０月に（株）槇
総合計画事務所と委託契約を締結し、新庁舎の基本設計を進めてきました。市民
参加によるワークショップでの検討や、議会、行政での検討を経て、１１月に基本
設計が完成しましたので、その概要についてお知らせします（図面等設計の詳細
は、２・３面に掲載しています）。　 □問 企画調整課（新庁舎担当）11７０９・０５９３

図１　庁舎建設用地案内図
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新
し
い
市
庁
舎
で
は
、
行
政
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
市

民
の
拠
り
所
と
な
る
開
か
れ
た
庁

舎
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
新
庁
舎

の
主
な
特
徴
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

①
利
用
し
や
す
い
窓
口
の
配
置

　

市
民
が
利
用
す
る
機
会
の
多
い

証
明
書
の
発
行
や
、
転
入
転
出
な

ど
に
伴
う
手
続
を
１
階
の
総
合
窓

口
で
行
い
、
複
数
の
手
続
き
が
一

か
所
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
来
庁
者
の
多
い
相
談

窓
口
を
１
・
２
階
に
ま
と
め
て
配

置
し
、
誰
に
も
わ
か
り
や
す
い
庁

舎
と
な
り
ま
す
。

②
市
民
協
働
空
間
の
確
保

　

行
政
計
画
等
の
企
画
立
案
段
階

に
お
け
る
市
民
と
行
政
と
の
話
し

合
い
の
場
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
市
民
参
加
型
活

動
の
場
を
２
階
に
確
保
し
、
市
民

と
行
政
の
協
働
で
の
活
動
が
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

③
防
災
・
災
害
復
興
拠
点
機
能
の

整
備

　

庁
舎
の
耐
震
性
能
を
通
常
建
物

基
準
の
１
・
５
倍
の
強
度
と
し
、

災
害
対
策
本
部
室
を
始
め
、
災
害

発
生
時
の
情
報
拠
点
と
な
る
た
め

の
機
器
や
機
能
を
整
備
し
、
防
災

・
災
害
復
興
拠
点
と
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
対
し

て
、
よ
り
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

④
将
来
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
空
間
配
置

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
等
を

北
側
と
南
側
の
両
側
に
集
中
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
執
務
空
間
を

連
続
し
て
確
保
し
ま
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
、
将
来
の
組
織
変
更
や

業
務
変
化
に
も
対
応
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

⑤
環
境
へ
の
配
慮

　

ア
ト
リ
ウ
ム
（
吹
き
抜
け
空

間
）
を
設
け
る
こ
と
で
、
自
然
光

を
採
り
入
れ
や
す
く
し
た
り
、
空

調
効
果
を
高
め
る
な
ど
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
果
の
高
い
建
物
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
緑
を
多
く
配
置

し
、
景
観
に
も
配
慮
し
ま
す
。

　

基
本
設
計
完
成
に
至
る
経
緯
は

図
２
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
の
本
庁
舎
は
、
１
９
７
０

年
に
開
庁
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
急
激
な
人
口
増
に
伴
う
狭
あ

い
化
・
分
散
化
、
耐
震
性
能
の
不

足
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
る

こ
と
に
な
り
、
行
政
や
議
会
を
中

心
に
様
々
な
検
討
が
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

１
９
９
９
年
に
、
庁
舎
移
転
を

視
野
に
入
れ
て
、
森
野
二
丁
目
に

用
地
が
購
入
さ
れ
る
と
、
市
民
や

学
識
経
験
者
を
交
え
た
本
格
的
な

検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。　
　
　

　

こ
う
し
た
検
討
経
過
の
中
で
、

２
０
０
４
年
３
月
議
会
で
、
出
席

議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
に

よ
り
、
森
野
二
丁
目
へ
の
本
庁
舎

移
転
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
市
民
や
学
識
経
験
者

を
交
え
た
検
討
が
続
け
ら
れ
、
行

政
、
議
会
で
の
検
討
と
融
合
す
る

か
た
ち
で
、
新
庁
舎
建
設
の
指
針

と
な
る
「
基
本
構
想
」
（
２
０
０

４
年
６
月
）
「
基
本
計
画
」
（
２

０
０
５
年
５
月
）
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
庁
舎
の
計
画

が
、
市
民
参
加
の
も
と
進
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
は
、
町
田
市
新
庁
舎

の
大
き
な
特
徴
と
い
え
ま
す
。
基

本
設
計
の
段
階
で
も
、
市
民
参
加

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
市
民
の
意
見
・
提
案
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
設
計
を
進
め
、
今
回

の
完
成
に
至
り
ま
し
た
（
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要
に
つ
い
て

は
第
４
面
を
ご
覧
下
さ
い
）
。

新庁舎の模型
北側（町田駅前通り側）から見たところ

図２　新庁舎建設計画に関するこれまでの経過

庁舎問題の発生

森野二丁目用地の購入（１９９９年１１月）

市民参加による庁舎問題の検討

議会での森野二丁目用地への移転条例議決（２００４年３月）

新庁舎建設基本構想策定（２００４年６月）

市民参加による基本計画の検討

新庁舎建設基本計画策定（２００５年５月）

設計者の選定（２００６年１月）

基本設計委託契約（２００６年１０月）

市民参加による基本設計の検討

新庁舎建設基本設計完成（２００７年１１月）

実施設計へ

現本庁舎開庁（１９７０年）
〈開庁時の市の人口約１８万人（現在約４１万人）〉

庁舎建設等に関する
調査特別委員会（議会）

新庁舎建設推進本部
（行政）

ワークショップ
（市民）

アドバイザー
（学識経験者）

新
庁
舎
の
主
な

　
　
　

特
徴
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
経
緯

町田バス�
センター�
から�
500ｍ�

庁舎建設用地�
18,000㎡�

現庁舎敷地�
8,800㎡�
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新庁舎建設基本設計
市民ワークショップ

たくさんのご提案ありがとうございました

　

基
本
設
計
を
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
最
初
に
検
討
の
た
た
き
台
と

な
る
「
検
討
原
案
」
を
設
計
者
に

作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
「
検
討
原
案
」
を
も
と

に
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
市
民
の
意
見
・
提
案
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
設
計
を
と
り
ま
と

め
て
い
き
ま
し
た
。

参
加
者

　

公
募
市
民
と
、
こ
れ
ま
で
に
新

庁
舎
の
検
討
に
参
加
し
た
経
験
の

あ
る
旧
市
民
委
員
、
庁
舎
建
設
用

地
の
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
等
で

構
成
さ
れ
、
毎
回　

〜　

人
が
参

６０

８０

加
し
て
計
６
回
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

検
討
テ
ー
マ

　

「
検
討
原
案
」
を
も
と
に
、
市

民
が
利
用
す
る
機
会
の
多
い
区
域

を
中
心
に
、
参
加
者
自
ら
が
次
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

①
庁
舎
周
り
の
広
場
と
緑
地

②
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ロ
ビ
ー
の
利
用

に
つ
い
て

③
市
民
協
働
空
間
の
使
い
方

④
市
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
周
辺

整
備

⑤
機
能
と
空
間
の
全
体
構
成

⑥
市
民
利
用
ス
ペ
ー
ス
の
提
案

⑦
コ
ス
ト
対
策
、
環
境
対
策
な
ど

検
討
方
法

　

十
分
な
検
討
が
で
き
る
よ
う
に

毎
回
８
人
以
下
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
の
検
討
の
経
験
や
提
案

し
た
い
内
容
な
ど
も
様
々
で
す

が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
検

　

来
年
１
月
に
は
、
基
本
設
計
に

続
く
実
施
設
計
に
着
手
し
、
２
０

０
８
年
度
末
を
目
途
に
完
成
さ
せ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て

工
事
の
発
注
準
備
を
行
い
、
２
０

０
９
年
度
か
ら
新
庁
舎
の
工
事
を

開
始
し
ま
す
。
そ
の
後
、
約
３
年

間
の
工
事
期
間
を
経
て
、
２
０
１

２
年
度
に
は
、
新
庁
舎
で
の
業
務

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

討
が
進
め
ら
れ
、
積
極
的
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庁
舎
建
設
用
地
の
見
学

や
、
模
型
を
使
っ
た
検
討
、
先
進

市
の
事
例
検
討
な
ど
を
通
し
て
、

設
計
内
容
に
直
接
結
び
つ
く
具
体

的
な
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

今今
後後
のの
予予
定定

　

新
庁
舎
計
画
の
こ
れ
ま
で

の
経
過
や
、
基
本
設
計
の
概

要
書
は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
「
市
政
情
報
」
↓
「
新

庁
舎
計
画
」
↓
「
新
庁
舎
建

設
基
本
設
計
」
）

　

ま
た
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
報
告
書
等
、
こ
れ
ま

で
に
発
行
し
た
新
庁
舎
関
連

の
報
告
書
や
、
基
本
設
計
の

概
要
書
は
、
「
市
政
情
報
や

ま
び
こ
」
（
中
町
分
庁
舎
１

階
、
11
７
２
４
・
８
４
０

７
）
と
市
内
の
各
図
書
館
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

市市
民民
ワワ
ーー
クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ

グループ討議の様子

建設用地見学の様子

模型を使った検討の様子

石阪市長、設計者槇文彦氏と参加者のみなさん

Ｑ
＆
Ａ

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
の
中
で
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
質
問
に

つ
い
て
、
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ.

豪
華
な
庁
舎
に
な
る
の
で

は
？

Ａ.

機
能
面
を
重
視
し
た
簡
素
な

建
物
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在

使
用
し
て
い
る
机
や
椅
子
、
什
器

類
を
で
き
る
だ
け
新
庁
舎
で
も
使

用
す
る
な
ど
、
経
費
の
節
減
に
努

め
ま
す
。

Ｑ.

ガ
ラ
ス
張
り
で
、
大
き
な
ア

ト
リ
ウ
ム
も
あ
り
、
光
熱
費
が
ず

い
ぶ
ん
か
か
る
の
で
は
な
い
で
す

か
？

Ａ.

自
然
光
を
採
り
入
れ
や
す
く

し
た
り
、
夏
場
の
熱
放
出
、
冬
場

の
暖
気
再
利
用
と
い
っ
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
（
詳
し
く
は
第
３
面
を
ご

覧
下
さ
い
。
）

Ｑ.

新
庁
舎
の
建
設
に
よ
る
交
通

へ
の
影
響
は
？

Ａ.

交
通
管
理
者
で
あ
る
警
察
に

も
相
談
し
な
が
ら
、
周
辺
道
路
に

で
き
る
だ
け
負
荷
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
対
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
敷
地
周
辺
道

路
を
整
備
し
た
り
、
庁
舎
南
側
の

敷
地
内
に
自
動
車
の
待
機
レ
ー
ン

を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ.

現
庁
舎
の
跡
地
は
ど
う
な
る

の
で
す
か
？

Ａ.

具
体
的
な
利
用
方
法
が
決
ま

っ
て
い
な
い
他
の
公
共
施
設
の
跡

地
（
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
跡
地

な
ど
）
と
と
も
に
、
２
０
０
８
年

度
か
ら
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ

い
て
検
討
に
入
り
ま
す
。

　

市
で
は
新
庁
舎
建
設
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
や
提
案
、
ご
意
見
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
手
紙
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

お
寄
せ
下
さ
い
。

送
付
先　

〒　

－

８
５
２
０
、

１９４

町
田
市
中
町
１－

　

－

　

、
町

２０

２３

田
市
役
所
企
画
部
企
画
調
整
課

新
庁
舎
担
当

6
７
０
９
・
０
６
１
３

Ｅ
メ
ー
ルm

c
ity
0
9
0
@
c
ity
.

m
a
c
h
id
a
.to
k
y
o
.jp

問
い
合
わ
せ
先

11
７
０
９
・
０
５
９
３

市民ワークショップ  意見・提案の基本設計への反映状況

市市民民ワワーーククシショョッッププにに寄寄せせらられれたた
意意見見・・提提案案

基基本本設設計計へへのの反反映映状状況況

・「公園庁舎」を実現。
・屋上庭園との回遊路が有機的になるよう花木を配置。
・大樹のシンボルツリーを配置。
・ナチュラルガーデン、大きな雑木林、自然林と散策路のよう
な名所的な庭園。
・四季のある植栽。
・照葉樹林帯の樹種を。高、中、低木を組み合わせる。
・シンボルツリーを設ける（大きなケヤキがいい）。

２．外構に関する緑の全体構成について

・緑地からも屋上庭園の緑が見えるように、双方のつながりを
重視して花木を配置。
・緑地は雑木＋照葉樹で計画し、木立の中に散策路をつくる計
画。
・花木や落葉樹等季節による変化を感じられる植栽を計画。
・複数のシンボルツリーとする計画（樹種はケヤキを第一候
補）。

・小広場屋根は不用。
・若者達の発表の場として、エンターテインメントスクエア。

３．小広場について
・樹木により、小広場を覆う計画。
・イベントに対応できるしつらえで計画。

・南側の並木を桜にして、電車からも、待機レーンからも、歩
いている人からも、楽しめるように。

４．南側道路について

・桜も含めた雑木で構成する並木を計画。

・西側広場に安全上の対策を（自転車置き場はかえって危な
い、道路に子どもが飛び出さないように、など）
・樹種を周辺の自然林のつながりをお手本に選定。
・弱者に最大限配慮した遊歩道にする。

５．西側緩衝帯について

・自転車は西側道路からの出入りとし、人のみが緑地の遊歩道に入れるようにする。
・道路への出口を最小限にし、バリカー等を配置し子どもの飛び出しを制御。
・周囲との調和を図りながら樹種選定。
・バリアフリーに配慮した遊歩道。

・執務空間にも樹木を取り入れる。
・出来るだけ壁をなくし、ガラス張りの広々と明るい空間形成
を。
・職員の働き易さにも配慮を。

１．庁舎全体の空間構成について

・ワンストップロビー、アトリウムに緑を配置。
・部屋をまとめて配置し、間仕切りのない執務スペースとする
とともに、自然光を採り入れた明るい空間を形成。
・休憩室等、職員の福利厚生にも配慮。

・自転車置き場は、建物の近くに。
・ハンディキャップ用の駐車場を地下ではなく地上レベルにも設置。

６．駐輪場・駐車場について
・４か所の入口近傍に駐輪場を設置。
・屋外立体駐車場の庁舎側出入口近傍に設置。

７．周辺整備について

・ホール、ロビーのデザインに「公園庁舎」のコンセプトを。
・ベビーカーを設置するスペースが欲しい。
・待合いに障がい者専用のスペースがあったらよい。
・多機能トイレは１か所に２つほしい。
・高齢者の方や体調不良の方に休養できるベッド付き保健室の設置を。
・待合いにＴＶが欲しい。　　・相談ブースが欲しい。
・エスカレーターが欲しい。

８．ワンストップロビー（市民広場）について

・ロビー内にも緑を配置。
・メイン・サブエントランス近傍にベビーカー設置スペースを確保。
・障がい者に限らず、誰にも利用しやすいようにユニバーサルデザインに配慮した待合いとする。
・利用者の最も多い１階北側に２つ配置。
・１階に救護室を設置。・モニターを設置。
・個室の相談室を必要数設置。　　・エスカレーターを設置。

・歩道は車イスが２台通れるような障害物のない広いもの。
・障がい者が不自由しないタクシー乗り場。
・人、自転車が通りやすいように考える。
・市民ホールなどを含めた区画環境の一体化を検討。

・敷地周囲の歩道幅員は３ｍで計画。
・敷地内の北側、南側は歩道を拡幅した形態とする。
・サブエントランス前に屋根付きの車寄せを設置。
・街路樹、舗装等街区全体を考慮しながら計画。

・障がい者用のトイレはベッドがおけるように。
・障がい者用トイレは、市民協働空間のある２階にも複数個欲しい。
・音声案内の整備。　　・車いす対応型（デスク）を。

９．障がい者対応について

・１，２階のみんなのトイレに簡易型折りたたみ式大人用介護ベッドを設置。
・障がい者用トイレは、市民協働空間のある２階にも複数個設置。
・音声誘導案内も設置。　　・ローカウンターを基本とする。

・子ども専用スペース（キッズコーナー）が欲しい。
・授乳室、おむつかえベッド、ベンチを設置して欲しい。

１０．子ども関係について

・２階市民協働スペース、子ども生活部にキッズコーナーを配置。
・市民協働空間に隣接して設置。

・コンシェルジュは、メインエントランス付近にも欲しい。
・コンシェルジュカウンターは、客の目線に合わせたスタンドカウ
ンターデスク型とし、カウンターを桜型に配置。

１１．コンシェルジュ（総合案内）について

・コンシェルジュをメインエントランスにも配置。
・コンシェルジュカウンターを楕円で計画。

・フレキシビリティな間取りとする。
・夜間・休日の利用を想定した動線・アプローチにして欲しい。
・団体用ロッカー、印刷機・コピー機、パソコン、紙折り機、裁断
機、キッズコーナー、ベビールーム、メールボックスの設置。
・協働空間の場所は、多数の訪問者の音声が響き渡る事もあり、騒音防止の装置が必要。

１２． 市民協働空間について

・可動間仕切りで部屋を区切れるように計画。
・休日、夜間も利用できるよう計画。
・市民活動に必要な備品類を設置する計画。
・天井、壁面で吸音、遮音性能を確保。

・展示情報、市民協働、レストランを近接させる。
・土、日、夜間も利用可能とする。
・最上階眺望を重視した市民憩いの場。
・市議会議員と交流できる空間、場所が必要。

１３．市民利用空間について

・１、２階に近接して配置。
・低層部の市民利用スペースは土、日、時間外利用可能なセキュリティー区画として計画。
・展望スペースを設置。
・３階ラウンジの使用を想定。

・極力自然光で執務できるように。
・１Ｆロビー階、奥行きの深い事務空間も光庭を大々的に設け対処を。
・『スケルトン・インフィル』の徹底で長期間もつ建物を。
・太陽熱等による動力を考える。
・雨水の再利用。雨水貯水。
・ヒートアイランドを緩和する。
・環境配慮に十分な資金をあてる。

１４．コスト・維持管理について
・極力自然光を利用する計画。
・南側の執務スペースに中庭を設ける。
・適正なメンテナンスを行うことで１００年もつ建物となるよう計画。
・太陽光発電パネルを設置。
・雨水を植栽の散水に利用。雨水貯水を計画。
・壁面・屋上緑化、敷地内の緑化。
・環境配慮を重視した建物とする。
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